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　まず、サウダーのモールディン
グ製造を支える母体に、系列会社
のインターナショナル・フォレス
ト・プロダクツ（以下インターフ
ォー）があることを忘れてはなら
ない。インターフォーは、森林伐
採を行う米国最大規模の材木会社
であり、サウダーは全てのモール
ディング材料をインターフォーか
ら直接仕入れ、その後、６つの自
社工場で加工し、販売している。
高品質を保持できるのも、全ての
工程を自社管理しているからだ。
　「日本企業からの製品に対する
クレームはほとんどありません」
と自負するように、日本人の間で
評価の高いサウダーのモールディ
ング。その理由は、後述するよう
に日本市場を知り尽くしたサウダ
ーの心配りがモールディングの品
質に反映されているからであろう。�

　承知のように、モールディング
の種類は、材木の種類によって違
い、多くのモールディング会社は
モールディングの品質ランクを、
『オーク』、『ヘム・ファー』、
といった具合に分類している。し
かしサウダーは日本への輸出製品
を、あえて『ヘムロック（米ツガ
）』のみで製造している。その理
由をデイリーさんに尋ねてみた。�
�
�
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「『ヘム・ファー』という言葉は
品質カテゴリーの一つで、『ヘム
ロック（米ツガ）』と『ダグラス
ファー（米マツ）』の混合物を意
味します。２種類の材木から生産
され、木目の細かさもまちまちに
なるため、米国ではペンキ仕上げ

専用材として使用されています。し
かし、一部の日本人は『ヘム・ファ
ー』を木の種類の名称のように勘違
いしているようです。この事実を知
らずにオーク材よりお値打ちという
理由だけで『ヘム・ファー』を注文
してしまうと、届くものは下記の写
真のような木目の不揃いの製品で、
ステイン仕上げで使用した場合はク
レームの対象になりかねません。」�

　ヘムロック材のみなら、木目が
細かくステイン仕上げに適し、ま
た、オークよりも低価格であるこ
とから、日本向け商品としては好
材料である。サウダーはこの点に
着眼した。系列会社がインターフ
ォーであるという強みを生かし、
日本市場向けの『ヘムロックモー
ルディング』を生産しているのだ。�
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　今年８月より、２×４工法用ド
ア枠の新製品の販売を開始した。
戸わたりを上からかぶせてのりで
貼るタイプのもので、枠サイドに
釘をうちつけても、最終的には戸
わたりで隠してしまうので釘は見
えない。美しい仕上がりが提供で
きるというわけだ。「このアイデ
ィアは在来工法の施工から思いつ
きました」とデイリーさん。新製
品にも日本の声を大事にするサー
ビス精神が顔を覗かせていた。�
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モールディング製造会社のサウダーは、製品の品質とサービスに絶対の自信を持っている。大規模な母体をバックに、森林伐採
から品質管理・加工まで、すべてのプロセスを自社・系列会社内で行っているが、何より、サウダーの魅力は、その万全の企業
規模にあぐらをかかず、常に「日本にとってのよい製品・よいサービス」を追究し続け、謙虚に日本の消費者の声に耳を傾けて
いる会社の姿勢にあるのではないだろうか。日本への輸出営業担当であるデレック・デイリーさんにサウダー社の特徴を伺った。�
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